
介
護
施
設
を
利
用
す
る
中
国

帰
国
者
に
中
国
語
で
語
り
か
け

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
研
修

会
が
８
月
26
日
（
水
）
午
前
10

時
か
ら
、
く
ま
も
と
県
民
交
流

館
パ
レ
ア
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

九
州
中
国
帰
国
者
支
援
・
交
流

セ
ン
タ
ー
主
催
。

こ
の
研
修
会
で
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
登
録
希
望
者
は
も
ち
ろ

ん
、
中
国
帰
国
者
の
歴
史
や
現

状
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
な
ど

内
容
に
興
味
が
あ
る
方
は
ど
な

た
で
も
受
講
可
能
と
し
て
募
集

を
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
者

や
熊
本
県
日
中
協
会
関
係
者
ら

14
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

午
前
中
は
九
州
中
国
帰
国
者

支
援
・
交
流
セ
ン
タ
ー
の
園
田

眞
通
所
長
の
挨
拶
と
セ
ン
タ
ー

運
営
事
業
の
説
明
、
同
セ
ン
タ
ー

の
林
田
瑛
子
氏
に
よ
る
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
事
業
内
容
、
介
護
保

険
と
中
国
帰
国
者
に
つ
い
て
の

説
明
。
換
気
や
消
毒
、
席
の
間

を
空
け
、
講
師
は
フ
ェ
イ
ス
シ
ー

ル
ド
を
使
用
。
コ
ロ
ナ
感
染
拡

大
防
止
策
を
と
っ
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

午
後
は
大
分
傾
聴
塾
の
齊
藤

友
子
氏
（
大
分
大
学
教
育
学
部

講
師
）
に
よ
る
、
高
齢
者
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
の
講
義
で
す
が
、
こ
ち
ら
は

リ
モ
ー
ト
で
の
開
催
。
パ
ソ
コ

ン
画
面
を
ス
ク
リ
ー
ン
に
投
影

し
て
行
わ
れ
、
傾
聴
（
相
手
の

話
を
注
意
深
く
聴
く
こ
と
）
に

つ
い
て
の
話
な
ど
が
あ
り
、
グ

ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な

ど
も
行
わ
れ
て
、
参
加
者
は
熱

心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

「
九
州
中
国
帰
国
者
支
援
交

流
セ
ン
タ
ー
」
は
福
岡
県
社
会

福
祉
協
議
会
が
国
か
ら
委
託
を

受
け
て
運
営
し
て
い
る
団
体
で
、

九
州
全
体
を
管
轄
地
域
と
し
て

様
々
な
帰
国
者
支
援
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
度
「
語
り
か
け
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
訪
問
事
業
」
を
熊
本
で

も
展
開
す
る
に
あ
た
り
、
熊
本

県
日
中
協
会
が
全
面
協
力
を
行

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

令和２年１１月１５日
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講習会が行われた、くまもと県民
交流館パレアの会議室

主催者挨拶をす
る園田眞通所長

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
言
葉
や

生
活
習
慣
の
違
い
に
よ
り
、
介

護
事
業
所
の
職
員
や
利
用
者
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う

ま
く
取
れ
ず
、
寂
し
さ
を
感
じ

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
等
を
訪
問
し
、
中
国
語
で

帰
国
者
の
話
し
相
手
に
な
り
、

そ
の
よ
う
な
方
の
不
安
を
軽
減
、

孤
立
感
を
な
く
し
て
い
こ
う
と

い
う
の
が
「
語
り
か
け
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
訪
問
事
業
」
で
す
。
今

は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
直
ぐ
に

は
実
施
で
き
ま
せ
ん
が
、
情
報

収
集
や
事
業
の
周
知
な
ど
下
準

備
の
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

中
国
帰
国
者
（
日
本
に
帰
国

し
た
残
留
孤
児
等
）
の
皆
さ
ん

も
高
齢
化
が
す
す
み
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
が
必
要
な
方
が
増
え
て
き

大分傾聴塾
齊藤友子氏

事業の説明をす
る林田瑛子氏



中
国
に
は
神
聖
な
場
所
と
し

て
、
人
々
に
信
仰
さ
れ
て
き
た

霊
山
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
そ

の
中
か
ら
特
に
名
高
い
聖
山
五

岳
と
仏
教
の
四
大
名
山
を
紹
介

し
ま
す
。

北
京
か
ら
西
に
二
百
㌔
、
山

西
省
の
北
東
部
に
あ
り
、
主
峰

は
二
〇
一
七
㍍
の
玄
武
峰
。
か

つ
て
は
中
原
の
漢
民
族
と
北
方

騎
馬
民
族
と
の
戦
い
の
戦
略
的

要
地
だ
っ
た
。

そ
の
恒
山
の
麓
、
二
十
階
ほ

ど
の
高
さ
絶
壁
に
貼
り
つ
く
様

に
、
建
て
ら
れ
た
寺
院
が
あ
る
。

数
十
㌧
も
の
建
築
物
が
何
本
も

の
立
柱
で
支
え
ら
れ
、
千
五
百

年
以
上
の
歴
史
を
刻
ん
で
き
ま

し
た
。
奇
妙
な
こ
の
古
代
建
築

物
は
二
十
年
前
の
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
六
・
一
の
大
地
震
に
も
耐
え

て
き
ま
し
た
。

鄭
州
か
ら
西
南
へ
七
十
㌔
。

河
南
省
登
封
市
の
北
に
そ
び
え
、

そ
れ
ぞ
れ
三
十
六
峰
を
有
す
る

二
つ
の
山
塊
、
太
室
山
と
少
室

山
か
ら
な
る
広
大
な
霊
山
。
拳

法
で
知
ら
れ
る
少
林
寺
は
少
室

山
北
麓
に
あ
る
。

山
東
省
の
泰
山
と
並
ぶ
聖
山

の
嵩
山
。
主
峰
は
太
室
山
で
一

四
四
〇
㍍
。
麓
に
は
秦
代
双
肩

に
始
ま
る
河
南
省
最
大
規
模
を

誇
る
中
岳
廟
、
北
魏
時
代
の
五

二
〇
年
創
建
で
高
さ
は
四
十
㍍
、

十
層
の
中
国
最
古
の
せ
ん
造
り

の
嵩
岳
寺
塔
四
八
四
年
創
建
の

嵩
陽
書
院
な
ど
が
あ
る
。

令和２年１１月１５日
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少林寺の正門入り口。大きな獅子
が待ち構えるように立つ

シ
リ
ー
ズ
で
ご
紹
介
す
る
「
中
国
の
名
山
」
は

次
の
と
お
り
で
す

嵩
山
（
河
南
省
）

恒
山
（
山
西
省
）

泰
山
（
山
東
省
）

華
山
（
陝
西
省
）

衡
山
（
湖
南
省
）

五
台
山
（
山
西
省
）

普
陀
山

（
杭
州
湾
舟
山
群
島
）

九
華
山
（
安
徽
省
）

峨
眉
山
（
四
川
省
）

聖
山
五
岳

仏
教
四
大
名
山

少
林
寺
の
近
く
に
あ
る
高
僧
の

お
墓
群

狭い通路を通って観光客が奥へ

絶壁にへばりつくように立ち並ぶ懸空寺

嵩山入口にある大門



中
国
で
は
ホ
テ
ル
の
呼
称
が

い
ろ
い
ろ
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

飯
店
や
酒
店
、
賓
館
、
旅
館
な

ど
で
す
。
以
前
は
使
っ
て
い
た

呼
称
も
、
時
代
と
と
も
に
変
化

し
て
い
る
よ
う
で
す
。
使
い
分

け
で
ホ
テ
ル
の
ク
ラ
ス
の
違
い

が
あ
り
ま
す
。

高
級
ホ
テ
ル
の
「
酒
店
」

最
近
の
ホ
テ
ル
は
「
酒
店
」

の
つ
い
た
名
前
を
見
か
け
ま
す
。

字
か
ら
酒
屋
と
誤
解
し
そ
う
で

す
が
、
中
国
で
は
高
級
ホ
テ
ル

の
こ
と
で
す
。

レ
ス
ト
ラ
ン
に
多
い
「
飯
店
」

日
本
人
に
も
馴
染
み
の
「
北

京
飯
店
」
は
以
前
の
ま
ま
に

「
飯
店
」
を
使
っ
て
い
ま
す
。

飯
店
と
言
え
ば
昔
は
ホ
テ
ル
で

し
た
。
今
の
中
国
人
の
若
者
は

「
飯
店
」
と
言
え
ば
、
ほ
と
ん

ど
、
「
レ
ス
ト
ラ
ン
」
と
答
え

ま
す
。

「
賓
館
」

酒
店
、
飯
店
よ
り
一
ク
ラ
ス

劣
り
、
海
外
の
観
光
客
が
利
用

す
る
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。

「
旅
館
」

中
国
人
が
出
張
な
ど
で
宿
泊

す
る
小
規
模
の
建
物
で
す
。

令和２年１１月１５日
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熊本県日中協会では、在熊の外国人留学生を
対象に日本語作文コンクールを実施、作品を募
集しています。
詳細は協会ホームページをご覧ください。
協会ＨＰ http://www.nitchu.net/

高級ホテルの代名詞「酒店」

「酒店」が高級ホテルの代名詞になる前から
「北京飯店」は今もそのまま

中国人などが多く利用する「旅館」
酒店・飯店より1ランク下のホテル「賓館」



熊
本
県
中
国
帰
国
者
交
流
会

が
10
月
８
日
（
木
）
に
開
催
さ

れ
、
21
名
が
参
加
し
て
日
帰
り

阿
蘇
旅
行
を
楽
し
み
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
に
よ
る
様
々
な
活
動
自

粛
に
よ
り
、
行
動
だ
け
で
は
な

く
気
分
も
引
き
こ
も
り
が
ち
に

な
っ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
と

中
国
残
留
孤
児
等
対
策
協
議
会

（
中
対
協
）
が
企
画
・
実
施
。

一
行
は
く
ま
モ
ン
デ
ザ
イ
ン

の
大
型
貸
し
切
り
バ
ス
に
乗
り

込
み
、
２
シ
ー
ト
に
１
人
ず
つ

座
っ
て
出
発
し
ま
し
た
。

当
日
は
あ
い
に
く
台
風
14
号

の
影
響
で
悪
天
候
。
途
中
休
憩

し
た
道
の
駅
「
あ
そ
望
の
郷
く

ぎ
の
」
ま
で
は
何
と
か
曇
り
空

で
し
た
が
、
山
を
登
っ
て
い
く

と
雨
が
降
り
は
じ
め
、
目
的
地

の
草
千
里
で
は
雲
の
中
に
す
っ

ぽ
り
覆
わ
れ
た
よ
う
に
一
面
の

霧
で
何
も
見
え
な
く
な
り
ま
し

た
。
突
風
も
吹
き
外
に
も
出
ら

れ
ず
、
近
隣
の
土
産
物
屋
や
レ

ス
ト
ラ
ン
も
お
休
み
に
な
っ
て

い
た
た
め
、
博
物
館
の
ご
厚
意

で
玄
関
前
で
の
降
車
と
、
見
学

ス
ペ
ー
ス
へ
の
再
入
場
可
に
し

て
も
ら
い
、
参
加
者
は
途
中
で

館
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
や
休
憩
ス

ペ
ー
ス
で
食
事
を
と
っ
た
り
し

な
が
ら
複
数
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
自
由
に
見
学
し
ま
し
た
。

草
千
里
の
散
策
は
あ
き
ら
め
、

少
し
予
定
を
早
め
て
出
発
。
道

の
駅
「
阿
蘇
」
寄
っ
て
お
土
産

を
買
う
こ
と
に
。
少
し
山
を
下

り
る
と
霧
も
晴
れ
、
景
色
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

帰
り
道
は
10
月
３
日
に
開
通

し
た
ば
か
り
の
国
道
57
号
北
側

復
旧
ル
ー
ト
。
信
号
機
の
な
い

自
動
車
専
用
道
路
で
、
長
い
ト

ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
、
あ
っ
と

い
う
間
に
大
津
町
で
す
。

天
候
は
と
て
も
残
念
で
し
た

が
、
久
し
ぶ
り
に
皆
で
旅
行
が

で
き
、
参
加
者
は
喜
ん
で
い
ま

し
た
。

令和２年１１月１５日
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熊
本
県
日
中
協
会
は
中
対
協

か
ら
業
務
委
託
を
受
け
て
お

り
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ

て
中
国
帰
国
者
を
支
援
し
て

い
ま
す
。

秋
は
紅
葉
の
季
節
。
で
も
、

私
は
最
近
、
海
に
憧
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
潮
風
に
打
た

れ
、
竿
を
た
ら
す
ひ
と
時
は
、

街
の
喧
騒
か
ら
逃
れ
、
孫
の

面
倒
か
ら
も
開
放
さ
れ
る
絶

好
の
機
会
で
あ
る
。

撒
き
餌
を
投
げ
、
し
ば
ら

く
す
る
と
竿
が
ゴ
ン
ゴ
ン
と

う
な
る
。
魚
の
大
き
な
当
た

り
で
あ
る
。
一
斉
に
リ
ー
ル

を
巻
き
、
引
き
上
げ
る
。
こ

れ
ぞ
釣
り
の
醍
醐
味
で
あ
る
。

変
わ
っ
て
中
国
の
話
。
紀

元
前
、
周
王
朝
の
建
国
に
貢

献
し
た
功
績
で
一
躍
、
名
臣

の
地
位
を
築
い
た
太
公
望
呂

尚
（
り
ょ
し
ょ
う
）
。
斉
国

の
渭
水
（
い
す
い
）
で
た
ま

た
ま
針
の
な
い
竿
で
釣
り
を

し
て
い
た
と
こ
ろ
、
周
の
文

王
の
目
に
留
ま
り
重
用
さ
れ

た
と
い
う
話
は
有
名
。
以
後
、

釣
り
人
の
代
名
詞
に
な
っ
た
。

私
の
釣
り
も
友
人
の
釣
り

ポ
イ
ン
ト
が
的
中
。
そ
こ
そ

こ
の
釣
果
で
い
い
気
分
に
浸

り
、
家
路
に
つ
く
。
こ
ち
ら

は
針
が
付
い
た
竿
で
ち
ょ
っ

と
違
う
が
、
先
が
な
い
の
に

太
公
望
の
よ
う
な
夢
を
見
る

か
も
し
れ
な
い
。

（
機
関
紙
編
集
委
員
会

・
小
串

照
彦
）

「あそ望の郷くぎの」からの眺め

阿蘇火山博物館の周りは雨と霧で真っ白

出発前の検温とバスを乗り降りする
度の手指消毒は欠かせません

車内でもソーシャルディスタン
スを保って。楽しい旅行のため
の感染予防策です

乗るたび

消毒‼

間
隔
を

空
け
て

最
初
は

視
界
良
好

午
後

生
憎
の

お
天
気

編
集
後
記


